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葬 ル

パ
ヮ
ハ
ラ
の
実
態

Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

来
月
１１
日
、
大
阪
で
シ
ン
ポ

パ

ワ
ー

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
パ

ワ

ハ
ラ
、
職
権
に
よ
る
人
権
侵
害
）

被
害
者

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
と
再

現
ド
ラ

マ
を
も
と

に
、
パ

ワ

ハ
ラ

の
実
態

に
迫

っ
た
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

＝
写
真
＝
を
、
職
場

で
の
人
権
問

題
に
取
り
組
ん

で
い
る

「
ア
ト
リ

エ
エ
ム
」

（
大
阪
府
吹
田
市
）
が

作
製
、
販
売
し
て
い
る
。

「
パ

ワ
ー

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
そ

の
と
き
あ
な
た
は

…
」

（
２６
分
。

税
別
２
万
５
０
０
０
円
）
で
、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
パ

ワ

ハ
ラ
を
受

け

た

３

人

が

体

験

を

語

っ
て
お

り
、
営
業
ノ
ル

マ
が
厳
し
く
、
帰

宅
後
も
上
司
か
ら
電
話

で
し

っ
賣

を

受

け

続

け

た

と

い

う

男

性

は

「
人
間
と
し

て
の
魂
を
吸
い
取
ら

れ
る
気
持
ち
に
な

っ
た

」
と
振
り

返

っ
た
。
ま
た
、
社
長
の
暴
言
、

暴
力

に
よ

っ
て
同
僚
が
次

々
と
体

調
不
良

に
陥

っ
た
と
い
う
女
性

は

「
自
己
防
衛
本
能
が
働
き
、
わ
ざ

と
見
な
い
ふ
り
、
聞
か
な
い
ふ
り

を
し

て
い
た
」
と
話
し
て
い
る
。

一
方
、
再
現
ド
ラ

マ
で
は
上
司

が
適
切
な
指
示
を
せ
ず

に
部
下
の

仕
事
ぶ
り
を
黄
め
、
長
時
間
に
及

ぶ
暴
言

で
職
場
の
ム
ー
ド
が
悪
化

す
る
様
子
を
描
い
た
。
被
害
者
に

対
し

て
、

「
気

に
し
す
ぎ
る
な
」

「
あ
な
た

に
も
問
題
が
あ
る
の
で

は
」
な
ど
の
言
葉
を
か
け
た
り
、

無

関

心

で
い

た

り

す

る

こ
と

は

「
二
次
被
害
」
に
あ
た
る
と
注
意

を
呼
び
か
け

て
い
る
。

職
場

で
の
ス
ト

レ
ス
が
原
因

で

「
心
の
病
」
と
な
り
、
労
災
認
定

を
受
け
た
人
は
、
２
０
０
７
年
度

に
は

過

去

最

多

の

２

６

８

人

い

る
。
同
社
代
表
の
三
木
啓
子
さ
ん

は

「
中
小
の
企
業
や
様

々
な
団
体

も
パ

ワ

ハ
ラ
防
止
に
関
心
を
持

っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。

ま
た
、
同
社
は
７
月
１１
日
午
後

２
時
か
ら
、
大
阪
市
中
央
区
の
マ

イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

で

「
多
発
す

る
パ

ワ
ー

・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

ヘ
の

対
応
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
く
。
参
加
費
は
企
業
の
人
事

担
当
者
ら
は
７
０
０
０
円
。
個
人

の
場
合
は
要
相
談

（
０６

・
６
８
７

２

●
５
９
９
５
）
。
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